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【目的】

近年，日本のカレッジフットボールはオフェン

スの多様化が進んでいる．その理由としては 2002

年度に立命館大学がショットガンオフェンスを駆

使して日本一となって以来，ショットガンオフェ

ンスが人気となった． 2009 年度から立命館大学

はセットバックからのプロフォーメーションを復

活させ，フットボールの原点である力を強調し，

ベーシックなランプレーを軸としている．さらに，

昨年度まで早稲田大学はいろいろなオフェンスプ

レーを展開して多彩とされてきたが，今年度はベ

ーシックなランプレーを中心に試合を組み立て，

安定したオフェンス力を発揮している．

そして，アメリカンフットボールにおいて数あ

る数値のなかでプレー数と獲得ヤードいう計数デ

ータをもとに着目して考えていく．軸となるプレ

ーを定め，プレー数を絞り精度で勝負するのか，

多くの隊形・多くのプレーで相手を惑わしていく

のか．その中でも最適なプレー数を調査し，これ

からのカレッジフットボールの進むべき道を示唆

していきたいと思う．

【方法】

関東学生アメリカンフットボール 1 部リーグ A ブ

ロックの法政大学の 7 試合・B ブロック出場校で

ある駒澤大学，一橋大学，関東学院大学，立教大

学，東京大学，中央大学，明治大学の全 27 試合の

各チームのオフェンス計 3563 プレーを対象とし

た．エクセル 2007 を使用しスタッツを作成し，そ

れに基づき，プレーと獲得ヤードを抽出し，オー

トフィルタを使用してプレーを並び替え，プレー

数をカウントして，グラフを作成し，割合をだし

ました．

【結果】

各大学の軸となるランプレー，ランとパスの比

率を抽出しました．

表 1 2010 年度関東学生アメリカンフットボールリーグ 1 部 B

ブロックの各校ごとの軸となるランプレーと平均獲得ヤード

表 2 2010 年度東日本代表決定戦決勝出場校 早稲田大学と法

政大学の軸となるランプレーと平均獲得ヤード

表 3 上位 4 校のランプレー，パスプレー，総プレー数とランプ

レーの割合

【考察】

アメリカンフットボールにおいて，どういっ

たオフェンスを展開しているチームが強いのかを

まとめると，まずアメリカンフットボールにおい

て，試合の主導権を握るのはランプレーである事

が大前提である．その中で，どういったランプレ

ーを展開しているチームが強いかというと，

1. 軸となるランプレーを 3 つ以上もっているこ

と．

2. さらにその軸となるランプレーの平均獲得ヤ

ードが 4ヤード以上を記録していること．

3. 軸となるランプレーの中で極端に獲得ヤード

が低いプレーがないこと．

4. オフェンスのコール全体として，あまりにもラ

ンプレーに頼りすぎていないこと．

5. 様々なランプレーを展開するよりも，割合の高

い 1 つのランプレーの獲得ヤードを高め，そこか

ら他のランプレーを展開していくこと．

の 5 つが，アメリカンフットボールにおいて，強

いチームを作る為のオフェンスの条件であること

が考察できた．


